
ＪＲ東海労ニュース
新幹線浜名湖の鉄橋に津波を警告する学者！
ＪＲ東海は災害対策を見直せ！
2011年３月11日の東日本大震災発生時、太平洋沿岸に大津波警報が発せ

られたにもかかわらず、会社は海面からわずか数ｍに位置する浜名湖の鉄

橋を安全と判断して、新幹線の運行を強行しました。幸い津波は到達しま

せんでしたが、最悪の場合、何千名の命が失われたかもしれません。本部

は、これを問題にして会社に申し入れましたが、会社は「運行指示の判断

は間違っていない。ハザードマップに則っている。津波警報が出ていても

安全が確保されれば新幹線の運行を行う」と傲慢な姿勢を示しました。

７月16日付『静岡新聞』によると、東海道新幹線の浜名湖の鉄橋が津波

で浸水する危険性を警告している学者がいます。ＪＲ東海は、この学者の

意見を聞くことなく、変更する気はないという見解を示しています。

果たしてそれで良いのでしょうか？ＪＲ発足以来、ＪＲ東海は安全より

営利優先の体質は何ら変わっていません。リニアも同様です。活断層で地

殻変動があってもリニアは大丈夫、という姿勢と全く同じです。

ＪＲ東海労は、会社に傲慢な姿勢を改めさせ、地震・津波対策の見直し

を求めます。
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